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成⻑軌道へ

企業価値の向上

ステークホルダー
に貢献

2 0 2 0 中 期 経 営 計 画
抜本的な構造改⾰

収益の向上

体質の強化

こ れ ま で

経営理念

ビジョン

中期経営計画

特殊にこだわるDNA

達 成

再 建 か ら 成 ⻑ 軌 道 へ
1 . 2 0 2 0中期経営計画の位置づけ
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永続的に成⻑する企業への変⾰を実現し、
すべてのステークホルダーに

貢献する

2017 2020

安全・健康

働 き が い の あ る 職 場

処 遇 改 善

⾼ 品 質

適 正 価 格

短 納 期

安 定 購 買

適 正 価 格

技 術 協 ⼒

安定配当

株価上昇

株主価値の向上

環境保全

地域貢献企業市⺠としての⾃覚

改⾰への挑戦

⽬標数値へのこだわり

安全・コンプライアンスの優先

経 営 ロ ー ド マ ッ プ
1 . 2 0 2 0中期経営計画の位置づけ
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連 結 売 上 ⾼ ・ 営 業 利 益
2 . 2 0 1 8年度の⽬標達成状況

• 2018年度上期は年度計画に対して連結売上⾼は51 .4%、
連結営業利益は49 .3%の進捗率。

• 利益⾯で若⼲弱含んでいるが、ほぼ計画どおりに経過中。

2017 2018 2020 2017
（百万円・%） 実 績 計 画 計 画 ⽐

連 結 売 上 ⾼ 18,924 18,500 21,000 +2,076

連 結 営 業 利 益 2,615 2,300 3,000 +385

連結営業利 益率 13.8 12.4 14.3 +0.5

（9,517）

（1,132）

（11.9）

（2Q） （2Q）

（9,058）

（1,416）

（15.6）
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12,310 

8,580

110 
21,000

（百万円）

11,843 11,549 

6,923 6,803 

158 149 

2017 実績 2018 計画

電線・ヒータ デバイス その他

18,50018,924

連 結 売 上 ⾼ :  分 野 別
2018 2Q
進捗率

51.4％

2020 計画

2 . 2 0 1 8年度の⽬標達成状況

（2Q  3,381）

（2Q  6,063）（2Q  5,765）

（2Q  3,216）
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1,500 

1,620

▲120 

3,000

（百万円）

1,862 1,324 

880 

1,153 

▲127 ▲177 

2017 実績 2018 計画

電線・ヒータ デバイス その他

2,300
2,615

連 結 営 業 利 益 :  分 野 別

2020 計画

2 . 2 0 1 8年度の⽬標達成状況

（2Q  298）

（2Q  899）

（2Q  564）

（2Q  909）

2018 2Q
進捗率

49.3％
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事 業 全 体
2 . 2 0 1 8年度の⽬標達成状況

 2018年度は、ほぼ予想数値並み
• 2018年度は、上期終了時点ではほぼ予想数値並みとなる

⾒込みであるが、製品群・⼦会社によって好不調あり。
 まだら模様の2018年度
• 2017年度は各製品群・⼦会社が全般的に好調であった

が、2018年度は好不調の差が出ている。
• 売 上 ⾼ は 、 ⾼ 性 能 同 軸 ケ ー ブ ル の 拡 販 が 遅 れ 、

サスペンションワイヤが若⼲の不振。⼀⽅で、シート
⽤ヒータ線、コンタクトプローブなどは増加した。

• 営業利益は、電線・ヒータ分野はシート⽤ヒータ線が
好調で計画を上回っているが、デバイス分野はコンタ
クトプローブの新規設備の不具合によるロスの発⽣、
フィリピン新⼯場の⽴ち上げの遅れなどにより計画を
下回っている。
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電 線 ･ ヒ ー タ

⾃ 動 ⾞

2 . 2 0 1 8年度の⽬標達成状況

 ⾼性能同軸ケーブル の不振と好調な通信ケーブル
• 注⼒している新製品 の拡販遅れが続いている

が、既存案件は継続しており、新規案件も来ている。
• 通信ケーブルは好調であった。

 堅調な三層絶縁電線
• 三 層 絶 縁 電 線 は 依 然 と し て 堅 調 で あ り 、 売 り 上 げ ・

利益の下⽀えとなっている。今後も堅調の⾒込みで、
増産投資を実施した。

 好調なシート⽤ヒータ線
• 上期に続き下期も好調の⾒込み。必要に応じて、追加

の設備投資の実施も検討する。
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デ バ イ ス - 1 -
2 . 2 0 1 8年度の⽬標達成状況

 売り上げ増のコンタクトプローブ
• 受 注 は 好 調 で 、 設 備 投 資 の 効 果 も あ り 、 売 り 上 げ は

増 加 し た 。

• 利 益 ⾯ で は 、 新 規 に 導 ⼊ し た 製 造 設 備 の 不 具 合 で
⽴ ち 上 げ 時 に ロ ス が 発 ⽣ し た こ と 、 ⾼ 収 益 品 の 売 り
上 げ が 想 定 以 上 に 減 少 し た こ と な ど か ら 計 画 を 下
回 っ て い る 。

• 下 期 は 例 年 受 注 が 減 少 す る が 、 今 期 は 減 少 幅 が ⼩ さ
く 上 期 の 受 注 残 も あ る た め 、 ⽣ 産 体 制 を 整 え て 確 実
に 造 り 切 り 、 売 り 上 げ の 確 保 と 利 益 の 上 積 み を 図 る 。
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デ バ イ ス - 2 -
2 . 2 0 1 8年度の⽬標達成状況

 めっき線他の利益減少
• 中 国 ⼦ 会 社 で 、 品 種 構 成 の 変 化 と ⼈ 件 費 の 上 昇 に よ

り 焼 付 線 の 利 益 率 が 下 が り 、 デ バ イ ス 分 野 の 損 益 下
振 れ 要 因 の ひ と つ と な っ た 。

 フィリピン⼦会社の新⼯場⽴ち上げの遅れ
• 垂 直 ⽴ ち 上 げ の 計 画 で あ っ た が 、 段 階 的 な ⽴ ち 上 げ

と な り 、 損 益 ⾯ で は 計 画 に 対 し て マ イ ナ ス 要 素 と
な っ た 。 今 後 は マ イ ナ ス 要 素 は 解 消 し て い く 。
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設 備 投 資 :  分 野 別 進 捗 状 況

設備投資額（ 連 結 ）

4,200百万円

2 0 1 8 - 2 0

3 . 設備投資の進捗状況

電線･ヒータ分野 440百万円

デバイス分野 710百万円

研究開発・その他 220百万円

合 計 1,370百万円

（2Q累計実績）235 百万円

（2Q累計実績）103 百万円

（2Q累計実績）299 百万円

（2Q累計実績）637 百万円

2018設備投資⾒込み
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設 備 投 資 :  分 野 別 進 捗 状 況
3 . 設備投資の進捗状況

適時適切な設備投資で、さらなる成⻑軌道へ。

電
線
・
ヒ
｜
タ

デ
バ
イ
ス

研
究
開
発
・
そ
の
他

440
(2Q 235)

710
(2Q 299)

220
(2Q 103)

2018-2020
計画

2018
計画

4,2001,370
百万円(2Q 637)
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研 究 開 発 :  各 テ ー マ の 進 捗 状 況
4 . 研究開発の進捗状況

 ⾼周波 IC測定冶具の開発 ※ 第 7 章 参 照

• 世界最速の1 2 . 5 G H z半導体⽤測定冶具を販売開始。
• 次世代の26GHz半導体⽤測定冶具の開発を開始。

 8Kテレビ⽤・⾼耐熱の⾞載⽤フレキシブル
フラットケーブルの開発

• 8Kテレビ⽤の開発は終了し、⾞載⽤の開発を検討中。

 冷却技術の開発
• 温める技術とは逆の、冷却に関する技術の検討を

開始。
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研 究 開 発 :  各 テ ー マ の 進 捗 状 況
4 . 研究開発の進捗状況

 狭ピッチ半導体検査⽤プローブの開発
• 電極間が極めて狭い半導体にも対応可能なコンタクト

プローブの開発を進めている。

 銅箔両⾯基板の開発 ※ 第 7 章 参 照

• 得意先にて量産試作品を評価中。

 ⾼感度温度センサ向け新材料の開発
• 新たに材料開発を⾏い、新機能を持ったヒータの開発

を検討中。



18Copyright © 2018 TOTOKU ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved.     Corporate Planning Dept. #4 18

研 究 開 発 費 の 発 ⽣ 状 況
4 . 研究開発の進捗状況

独⾃の技術で、“TOTOKUにしかできない”
新製品を開発する。

240 730

2018-2020
計画

2018
計画

百万円(2Q 120)
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⽕ 災 後 の イ ン ド ネ シ ア ⼦ 会 社 - 1 -
5 . インドネシア・フィリピン⼦会社の状況

 2 0 1 7 年 4 ⽉ 3 0 ⽇ 、隣 接 す る 他 社 ⼯ 場 か ら の 出 ⽕
に よ り 、 フ レ キ シ ブ ル フ ラ ッ ト ケ ー ブ ル の ⽣ 産
を ⾏ うインドネシア⼦会社の⼯場および事務所
が全焼。

類焼後

類焼前の PT. TOTOKU INDONESIA
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⽕ 災 後 の イ ン ド ネ シ ア ⼦ 会 社 - 2 -

 類 焼 後 間 も な く 、 同 じ ⼯ 業 団 地 の 近 隣 建 屋 で ⽣ 産
を 再 開 。 イ ン ド ネ シ ア ⼦ 会 社 で は フ レ キ シ ブ ル フ
ラ ッ ト ケ ー ブ ル の 折 り 曲 げ 加 ⼯ の み を ⾏ い 、 同 国
の 得 意 先 へ 納 ⼊ し て い る 。

現在の PT. TOTOKU INDONESIA

5 . インドネシア・フィリピン⼦会社の状況
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フ ィ リ ピ ン 新 ⼯ 場 の ⽴ ち 上 げ - 1 -

 折 り 曲 げ 加 ⼯ 前 の フ レ キ シ ブ ル フ ラ ッ ト ケ ー ブ ル
は 、 イ ン ド ネ シ ア ⼦ 会 社 分 も 含 め て す べ て フ ィ リ
ピ ン ⼦ 会 社 で の ⼀ 括 ⽣ 産 に 。

 ⽣ 産 能 ⼒ 不 ⾜ 分 は 、 外 部 購 ⼊ 品 と 同 国 内 の 外 注 を
活 ⽤ し て 対 応 し て き た 。

 品 質 向 上 と コ ス ト 低 減 を 図 る た め 、 当 社 本 体 よ り
フ ィ リ ピ ン ⼦ 会 社 へ 3 , 0 0 0 千 U S ド ル を 出 資 し 、
新⼯場の⽴ち上げを 計 画 。

 新 ⼯ 場 は 、 今 年 の 6 ⽉ に ⼀ 部 の ⽣ 産 ラ イ ン で 稼 働
を 始 め 、 設 備 の 設 置 ・ 調 整 を 順 次 進 め て 、 8 ⽉ に
本格的な操業を開始し た 。 期 初 の 計 画 で は 6 ⽉ に
垂 直 ⽴ ち 上 げ と し て い た が 、 実 際 に は 段 階 的 な
⽴ ち 上 げ と な っ た 。

5 . インドネシア・フィリピン⼦会社の状況
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フ ィ リ ピ ン 新 ⼯ 場 の ⽴ ち 上 げ - 2 -

 新 ⼯ 場 の 延 べ 床 ⾯ 積 は 約 3 , 0 0 0 ㎡ 。
設 備 を 使 っ て 、 フ レ キ シ ブ ル フ ラ ッ ト ケ ー ブ ル の
製 造 を ⾏ う 。

TTI  LAGUNA PHILIPPINES, INC. の新⼯場

5 . インドネシア・フィリピン⼦会社の状況
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フ ィ リ ピ ン 新 ⼯ 場 の ⽴ ち 上 げ - 3 -

 既 存 ⼯ 場 の 延 べ 床 ⾯ 積 は 約 1 , 0 0 0 ㎡ 。
労 働 集 約 的 な ケ ー ブ ル 加 ⼯ を ⾏ う 。

 既 存 ⼯ 場 と 新 ⼯ 場 に ⼯ 程 を 振 り 分 け る こ と で ⽣ 産
効 率 を 向 上 し 、 ⽣ 産 能 ⼒ ・ 収 益 ⼒ ア ッ プ を 図 る 。

TTI  LAGUNA PHILIPPINES, INC. の既存⼯場

5 . インドネシア・フィリピン⼦会社の状況
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主 要 製 品 の 動 向
6 . 主要製品の動向と今後の⽅針

0

20

40

60

80

2014 2015 2016 2017

（億円） 主要製品の連結売上⾼

マイクロウェーブ⽤同軸ケーブルアセンブリ他

シート⽤ヒータ線

三層絶縁電線

ケーブル配線材

コンタクトプローブ

サスペンションワイヤ
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主 要 製 品 の 動 向 ︓ 電 線･ヒータ

 ケーブル配線材
• 売上⾼としては最も⼤きい製品群のひとつであるが、

売上⾼構成⽐は漸減傾向にある。

 三層絶縁電線
• 年度によって伸び率に差はあるが、省エネ・省スペース・

⾼ 周 波 化 の 流 れ に よ り 、 2016 年 度 に ⼤ 幅 に 伸 び 、
その後も微増しながら⾼⽔準を維持している。

 シート⽤ヒータ線
• 本 格 的 に ⽣ 産 を 開 始 し た の は 2 0 1 2 年 。シートヒータの

普 及 や 当 社 の 技 術 的 優 位 性 に よ り 、 年 平 均 3 5 ％ 超 の
伸 び を 記 録 し 、 ケ ー ブ ル 配 線 材 を 上 回 る 売 上 ⾼ に 。

6 . 主要製品の動向と今後の⽅針
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主 要 製 品 の 動 向 ︓ デ バ イ ス

 コンタクトプローブ
• 新 規 顧 客 ・ 新 地 域 開 拓 や 半 導 体 分 野 向 け の 売 り 上 げ

増加により、年平均40％近い伸びを記録。
成⻑率としては最⼤の製品。

 サスペンションワイヤ
• ⼿ 振 れ 補 正 機 能 搭 載 の ス マ ホ カ メ ラ の 普 及 に よ り 、

年平均 15 ％超の伸びを⾒せるが、今後は鈍化の⾒込み。

 マイクロウェーブ⽤同軸ケーブルアセンブリ他
• 案件もののため不振の年もあるが、売り上げは拡⼤

傾向にある。

6 . 主要製品の動向と今後の⽅針
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今 後 の ⽅ 針 :  電 線･ヒータ

 ⾼性能同軸ケーブル
• タ ー ゲ ッ ト 市 場 で あ る 半 導 体 検 査 装 置 、サ ー バ ・

ストレージ、USB3 .1 規格の情報機器におけるケーブル
関 係 の 需 要 は 年 1 ,000 億 円 以 上 と 想 定 さ れ る た め 、
重要製品として注⼒する。

 シート⽤ヒータ線
• 当社の市場シェアは、20％台前半から、現在は30％台

半ばに拡⼤したと⾒られる。顧客密着、新製品開発に
より、さらにシェアを拡⼤していく。

 三層絶縁電線
• 当社の市場シェアは、10％未満から、現在は10％台

前半に拡⼤したと⾒られる。さらなる拡⼤を⽬指す。

6 . 主要製品の動向と今後の⽅針
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今 後 の ⽅ 針 :  デ バ イ ス

 コンタクトプローブ
• ワイヤプローブ市場における当社のシェアは5%ほどで、

まだまだ成⻑の余地がある。新規顧客・新地域開拓を
進めていく。

 サスペンションワイヤ
• 既存顧客の確保、新規顧客開拓を進めながら、スマホ

カメラ向け以外の新製品開発も進めていく。

 マイクロウェーブ⽤同軸ケーブルアセンブリ他
• 国内シェアは20％程度を占めていると⾒られるが、

海外におけるシェアは極めて⼩さい。5Gの開発で市場
拡⼤が⾒込まれるため、海外への拡販をさらに進める。

6 . 主要製品の動向と今後の⽅針
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⾼ 周 波 I C 測 定 冶 具 - 1 -
7 . 新製品の紹介

 1 0 0 Gイーサネット向けに販売開始
• 当 社 は 、 ⾼ 周 波 測 定 技 術 と プ ロ ー ブ 技 術 を 融 合 し 、

⾼ 速 通 信 回 線 「 1 0 0 G イ ー サ ネ ッ ト 」 ⽤ 超 ⼩ 型
光トランシーバの電気信号を測定する冶具を 開 発
し 、 今 年 の 春 か ら 販 売 を 開 始 し て い る 。

ギ ガ
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⾼ 周 波 I C 測 定 冶 具 - 2 -

 開発の背景に国家プロジェクト
• デ ー タ セ ン タ ー の 情 報 処 理 量 が 増 加 す る 中 で 、

消 費 電 ⼒ の 抑 制 が 求 め ら れ て い る が 、 電 気 配 線 を
光 配 線 に 置 き 換 え る こ と で 消 費 電 ⼒ を ⼤ 幅 に 削 減
す る こ と が で き る 。

• そ こ で 、 光 信 号 と 電 気 信 号 を 変 換 す る ⼩ 型 チ ッ プ
を 開 発 す る 国 家 プ ロ ジ ェ ク ト が ⽴ ち 上 が り 、
参 画 し た 企 業 に よ り 、 世 界 最 ⼩ 5 m m ⾓ の
超 ⼩ 型 光 ト ラ ン シ ー バ（ 光 I / O コ ア ）
が 開 発 さ れ た 。 光I/Oコア

出典︓ NEDO

ア イ オ ー

7 . 新製品の紹介
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⾼ 周 波 I C 測 定 冶 具 - 3 -

 狭ピッチ・⾼周波に対応
• 当 社 は 、 光 I / O コ ア に ⼊ っ た ⾼ 速 ⼤ 容 量 の光信号
が劣化の少ない⾼品質な電気信号に変換されたか
測 定 す る た め の 冶 具 を 開 発 。

• I C チップへ の 接 触 部 にコンタクトプローブを ⽤ い た
構 造 で 、 狭 ピ ッ チ 電 極 に も 対 応 。 ま た 、 ⾼ 周 波
特 性 に 優 れ た 当 社 独 ⾃ の 多 極 コ ネ ク タ と マ イ ク ロ
ウ ェ ー ブ ケ ー ブ ル の 使 ⽤ に よ り 、 正 確 な 測 定 を
可 能 に す る 。

ICチップ

⾼ 周 波 I C 測 定 冶 具 測 定 器

7 . 新製品の紹介
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⾼ 周 波 I C 測 定 冶 具 - 4 -

 サーバ能⼒の増強による需要増に期待
• 今 春 に 製 品 化 し 、 光 I / O コ ア 製 造 ラ イ ン の 検 査

⼯ 程 で 使 ⽤ さ れ て い る 。

• 光 I / O コ ア は 、 ブ レ ー ド サ ー バ を つ な ぐ ケ ー ブ ル
の ⼊ ⼒ 側 ・ 出 ⼒ 側 双 ⽅ に 組 み 込 ま れ る た め 、 ⼤ き
な デ ー タ セ ン タ ー で は 数 万 個 の 使 ⽤ が 想 定 さ れ
る 。

• 今 後 、 1 0 0 G イ ー サ ネ ッ ト の 普 及 に 伴 い 、 デ ー タ
セ ン タ ー な ど で の 光 I / O コ ア の 使 ⽤ が 進 む に つ れ
て 、 当 社 の 測 定 冶 具 の 需 要 増 加
が 期 待 で き る 。

データセンター

7 . 新製品の紹介



36Copyright © 2018 TOTOKU ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved.     Corporate Planning Dept. #4 36

銅 箔 両 ⾯ 基 板 - 1 -

 サーモ・モジュール⽤に開発
• 当 社 は 、 サ ー モ・モ ジ ュ ー ル ⽤ に 最 適 な 、
熱伝導性が⾼く柔軟性のある樹脂と銅箔の積層体
で あ る 「 銅 箔 両 ⾯ 基 板 」を 開 発 。

7 . 新製品の紹介
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銅 箔 両 ⾯ 基 板 - 2 -

 サーモ・モジュールとは
• サ ー モ・モ ジ ュ ー ル と は 、 半 導 体 を 基 板 で 挟 み

ユ ニ ッ ト 化 し た も の 。

• 異 な る 性 質 を 持 っ た 半 導 体 を つ な い で 直 流 の 電 気
を 流 す と 、 つ な い だ 部 分 に吸熱・放熱現象（ ペ ル
チ ェ 効 果 ）が 起 こ る 。 電 流 の 向 き を 逆 に す る と 熱
は 反 対 に 移 動 し 、 ま た 、
電 流 の ⼤ き さ を 変 え る
こ と で 吸 熱 量 を コ ン ト
ロ ー ル す る こ と も
で き る 。 放 熱

NP 半 導 体

吸 熱

電 流

基 板

7 . 新製品の紹介
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銅 箔 両 ⾯ 基 板 - 3 -

 サーモ・モジュールの⼀般的な⽤途
• サ ー モ・モ ジ ュ ー ル は こ の 現 象 を 応 ⽤ し た も の 。

基 板 の ⼀ ⽅ の ⾯ か ら 吸 熱 し て も う ⼀ ⽅ へ 放 熱 し 、
物 を 温 め た り 冷 や し た り す る こ と が 可 能 。

• サ ー モ・モ ジ ュ ー ル は 、 ⼩ 型・軽 量 で 、 フ ロ ン の
よ う に 環 境 へ の 悪 影 響 が な い 、 フ ァ ン の よ う に
振 動 が な い 、 精 密 に 温 度 コ ン ト ロ ー ル す る こ と が
で き る な ど の 特 ⻑ か ら 、 病 院 や ホ テ ル で 使 わ れ る
⼩ 型 冷 蔵 庫 や エ ア コ ン 、ド ラ イ ヤ ー と い っ た 家 電
製 品 、⾃ 動 ⾞ の 温 調 シ ー ト な ど 、 さ ま ざ ま な ⽤ 途
に 利 ⽤ さ れ て い る 。

7 . 新製品の紹介



39Copyright © 2018 TOTOKU ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved.     Corporate Planning Dept. #4 39

銅 箔 両 ⾯ 基 板 - 4 -

放 熱

吸 熱

銅 箔
樹 脂（ 絶 縁 層 ）
銅 電 極

• 当 社 は 、 基 板 に 熱伝導性が⾼く柔軟性のある
樹脂と銅箔の積層体 を 採 ⽤ 。
膨 張 に よ っ て 加 わ る ⼒ を
緩 和 す る こ と で 、
ひ び の 問 題 を 解 消 し 、
耐久性を向上さ せ た 。

 材料と構造の⼯夫により耐久性を向上
• ⼀ 般 的 な サ ー モ ・ モ ジ ュ ー ル は 、 熱 交 換 が ⾏ わ れ る

基 板 に セ ラ ミ ッ ク を 使 ⽤ し て い る が 、 膨 張 ・
収 縮 に よ っ て 半 導 体 と の 接 合 部 分 に ⼒ が 加 わ り 、
ひ び が ⼊ り や す い と い う 問 題 が あ っ た 。

7 . 新製品の紹介
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■注意事項
本資料は、2 0 1 8年度から2 0 2 0年度における当社の

経営⽅針をまとめたものです。
本資料上の売上・利益等は直近で当社が⼊⼿し得る

情報に基づき策定したものであり、将来の事業環境
の変化等により変わることがあります。


